







































































































IC50= 4･4 nM IC50= 8･4 nM


















































ミド誘導体の開発に成功した(CCR3阻害活性: IC50値8.4nM ; CYP2D6阻害活性: lC50値29トIM)0
本化合物は,良好なcCR3選択性,高い膜透過性と肝代謝安定性,マウスにおける良好な体内動態
を示した｡また,本研究で新たに見出したCCR3阻害化合物についてCCR3とのドッキングスタデ
ィを行い,相互作用様式に関する詳細な解析を行った｡
本研究成果により得られた化合物は,新規ccR3阻害薬リード化合物としての可能性だけでなく,
ccケモカイン受容体の機能解析のためのツールとしても有用な化合物であると期待される｡
これらの研究成果は創薬化学,生命科学の分野に画期的な貢献をするものであり,著者が自立し
て研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している｡したがって,佐藤-
平提出の論文は,博士(生命科学)の博士論文として合格と認める｡
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